
令和２年度　森林環境譲与税の使途状況（決算）

（単位：円）

森林環境譲与税 その他

田辺市森づくり構想策定等事業
森林環境譲与税の使途方針等を検討するため、付属機関を設置
し、研修や林業関係者等への意見聴取等を実施し、総合的な指
針の策定等を行う。

950,609 950,609

経営管理意向調査準備事業
経営管理意向調査実施前の準備作業として、林地台帳や過去の
施業履歴等の情報整理及び精度向上のため業務を委託。
（6地区　6,574ha）

19,904,500 19,904,500

経営管理意向調査事業
森林経営管理制度に基づく意向調査及び森林調査等の実施。
（7地区　2,336ha）

11,470,448 11,470,448

森林経営管理事業
森林経営管理制度に基づき、市が直接管理する森林を整備。
（間伐45.6ha）

24,236,300 23,812,280 424,020

専門職員の雇用
森林経営管理制度の事務補助員として、会計年度任用職員を雇
用。

1,904,889 1,904,889

紀州材による学校施設木質化事業
小・中学校の児童・生徒用机（天板）の木質化。
　（小学校５校）

9,209,200 9,209,200

森林環境譲与税活用基金への積立 後年度の森林整備等の財源としての基金積立。 157,390,074 157,390,074

225,066,020 224,642,000 424,020合　　計

　令和２年度については、森林環境譲与税の使途方針等を含めた本市における森づくりの基本構想を策定・推進する機関として田辺市森づくり構想策定等
委員会を設置し、林業関係者との意見交換や現地調査などを含め委員会を５回開催し、田辺市森づくり構想の策定に取り組みました。
　また、経営管理意向調査準備作業を昨年度に引き続き進めていくとともに、令和２年度は、意向調査を7地区2,366ha実施し、本市が直接管理すること
となった森林5地区45.6haについて森林整備を行うなど、本格的に経営管理権集積計画の策定に取り組み、森林経営管理事業を実施していきました。
　さらに、子どもの学習環境の向上や、森林教育の一環として毎日木の素晴らしさを感じ、林業への理解を深めることができるよう、学校机の木質化にも
取り組みました。
　なお、使途状況については、下表のとおりです。

事  業  名 事 業 内 容 等 事業費
財 源 内 訳


